
( )内は鶴年主主

磯市役露骨本1i'85…1111 4診つ〈し野党表号 制 -8801
惨事事花火所 88.~2111 働湖北台交綾田一0828

命鞘佐文湾関-2358 .本滋童書側一311l(fI:)
@中央公筏総 82~O引5 .老人綴祉セシタ一時-0123

弘幸
2
量

一
路
利
双
十
凶
年
第
一
一
問
市
議
会
匁
例
会
は
、
六
月
十
三
お
に
制
抽
象
さ
れ
、
十
三
日
間
聞
の
会
期
一

二
で
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
定
例
会
で
は
、
印
鑑
条
例
の
制
制
定
、
術
開
出
会
館
の
殺
緩
及
び
綴
阿
波
二

一
一
に
衡
す
る
条
例
の
制
定
出
γ
、
小
市
平
学
校
の
機
改
築
、
務
総
な
ど
の
エ
議
綴
負
契
約
の
協
締
結
な
ど
二

十
十
三
持
続
漆
が
審
議
さ
れ
可
淡
さ
れ
ま
し
た
。
(
主
な
鴎
綱
案
を
褐
殺
し
ま
す
。
)
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J
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出
掛

AHHE---e
叫匂四
dH品
る
こ
と
。
一
絞
胤
録
す
れ
ば
、
以
後
は
る
た
め
、
欄
教
条
例
的
一
怒
を
改
泌
す

事
皐
捌
問
抑
制
潔
・
嘉
例
の
一
鋭
敏
産
も
の
ぞ
す
“
食
料
制
印
を
怒
口
に
持
事
す
る
必
剤
知
的
な
る
も
的
℃
す
。

w
v
m
即
鐙
条
倒
的
制
削
滋
新
し
い
制
制
度
的
特
偽
い
は
、
登
持
の
て
い
こ
と
匂
窓
口
事
務
的
合
環
仲
山
が
図
れ
V
甫
実
脅
鈎
的
紋
畿
及
び
管
褒
口
開
削

便
利
殺
を
機
す
と
ど
も
に
、
戦
う
引
き
る
餐
内
総
燃
が
明
確
に
な
る
こ
と
ω

る
ヲ
?
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
硲
務
細
す
る
蕗
蹴
倒
的
制
定

ち
め
俳
人
結
後
を
向
上
さ
せ
、
あ
わ
せ
て
殺
説
仰
に
擁
し
て
、
必
ら
ず
文
舎
な
ど
で
に
つ
い
て
は
、
八
月
一

mM
号
で
お
知
ら
也
市
民
文
化
的
向
上
波
び
秘
仏
底
的
増
議

事
務
師
会
合
砲
九
犯
を
関
る
た
め
、
混
絞
め
照
会
す
る
よ
と
又
は
皆
川
公
一
審
な
ど
徐
行
せ
し
ま
す
e

を
両
国
る
与
と
を
銭
的
と
し
て
、
中
市
災
会

印
総
統
隔
制
制
刷
肢
を
全
面
的
い
い
波
誠
す
る
め
免
許
淡
な
ど
で
本
人
及
。
本
人
め
な

w
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役
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紋
宵
委
員
換
制
問
的
一
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世
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食
時
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澄
し
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掛
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新
木
小
も
建
設
へ

密
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臨
終
員
契
約
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絡
総
ト
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説
得
倍
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六
機
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六
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八
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マ
瀦
野
山
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学
校
増
築
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事
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万
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手
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十
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一
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け
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勢
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滋
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仮
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総
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設
に
と

普
通
教
港
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議
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特
務
教
泰
一
巡
も
な
い
‘
附
校
時
畿
地
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に
あ
入
金
巡

不
器
殺
は
、
ニ
簿
一
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…
千
円
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八
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一
叩
削
機
比
す
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も
的

w
v
帯
住
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増
改
築
工
事
で
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銭
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総
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悶
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洲
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推
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十
一
対
一
白
に
‘
議
時
隅
』
叫
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
め
後
約
…
…
滋
附
陶
に

わ
た
っ
亡
崎
市
成
記
念
行
事
が
附
附
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
家
す
。
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す

る
滋
賀
者
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と
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凶
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し
て
行
〈
た
め
じ
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躍
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求
れ
る
》
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摘
し
て
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ま
す
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ま
た
、
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躍
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告
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終

議

え

つ
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あ

る
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筆
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一

前
提
然
治
市
民
委
長
ム
貨
は
、
勝
年
内
対
和
紙
ど
し
た
、
遠
庄
相
同
級
、
守
、
、
の
自
国
一

台
"
け
に
発
足
、
…
平
附
附
持
活
動
を
す
す
校
時
現
在
ど
の
務
総
づ
け
が
必
姿
で
あ
一

め
て
託
、
ま
L
ら
こ
の
ほ
ど
第
…
織
的
る
ま
級
品
…
口
し
て
い
ま
す
。
一

給
制
取
が
ま
と
ま
り
、
滑
る
ふ
ハ
晃
三
十
日
、
ま
た
・
高
持
制
刊
附
府
内
湾
総
な
ゴ
ミ
に
対
一

湖
北
古
市
政
セ
ン
タ
i
で
、
相
細
管
緋
を
す
る
考
よ
カ
も
ぬ
液
検
討
の
J

か
あ
一

添
え
市
制
定
制
定
百
さ
れ
ま
し
た
旬
り
胃
さ
ら
に
一
審
滋
ん
M
，
?
と
描
理
蹄
榊
一

鮪
こ
の
吉
、
摘
塁
裕
行
政
の
業
想
的
設
定
的
必
護
も
訴
え
て
い
ま
す
↓

中
川
迩
堂
、
品
川
蜘
獄
後
円
必
製
剤
"
為
る
聖
職
キ
閥
均
墾
畿
は
・
摘
削
減
d

奉
行
政
一

軒

と

し

て

、

望

者

的

義

空

襲

を

す

す

め

る

は

あ

た

っ

て

の

夏

季

一

城

喜

警

警

妻

、

雲

姦

義

的

警

と

撃

的

に

対

応

す

ぺ

義

組

一

町
山
総
数
口
義
と
ゴ
ミ
総
務
書
室
長
細
胞
し
て
い
ま
す
が
・
こ
の
様
底
に
一

間
池
袋
射
な
ど
の
州
問
幽
捕
を
と
り
あ
げ
一
年
燃
は
、
山
安
保
絞
め
諮
問
題
を
解

A
Tる
…

ι尚
早
川
…
討
を
総
て
墾
亡
た
も
的
で
す
α

時
、
行
政
だ
け
が
組
織
ず
る
め
で
は
な
一

隅
こ
め
報
告
潜
に
よ
る
と
、
行
設
に
と
く
も
市
民
…
人
…
人
む
也
捕
市
費
生
体
問
ニ

げ
っ
て
大
切
丸
信
こ
と
は
も
後
申
怖
が
発
熱
ζ

対
寸
る
総
織
宝
探
め
明
暗
際
T
る
必
要
が
一

利
て
か
ら
の
事
後
抱
一
組
明
、
は
な
〈
奄
予
良
、
あ
り
、
し
か
も
悶
殺
が
…
体
と
を
つ
て
一

日
間
ソ
ナ
防
的
対
応
が
必
繋
で
あ
る
。
こ
そ
消
納
氏
後
繍
行
政
的
窓
埠
輔
が
あ
る
と
一

釦
抽
例
制
拭
議
議
且
司
教
府
間
は
、
人
間
附
澄
め
し
て
い
ま
す
。
一

羽

室

、

形

成

を

め

手

も

の

で

す

‘

第

二

期

的

意

令

に

も

霊

的

事

一

後
こ
の
本
フ
な
前
倒
民
が
多
数
を
必
灼
た
時
加
が
あ
り
‘
現
在
、
保
下
で
鵠
め
て
の
一
雪
。

州

、

笈

安

倍

き

こ

い

が

室

、

市

民

若

者

保

護

担

率

づ

〈

り

に

向

一

必

生
活
が
箆
に
燃
か
に
な
る
と
級
枕
附
し
て
け
て
滋
闘
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
Lhfぉ
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協
同
入
し
て
い
る
品
川
れ
も
あ
号
ま
す
n
後
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総
・
乳
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・
紛
剣
i
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ー
や
紋

別
よ
め
い
隊
総
合
よ
〈
淡
ん
で
か
ら
縫
い
的
発
慾
減
対
緩
や
銭
儲
鴫
銭
円
た
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に
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フ
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庁
ス
に
後
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し
ま
す
。

一
暑
中
見
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入
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は
が
き
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射
用
艇
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影
響
に
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い
て
も
、
可
特
認
可
叫
リ
リ
刊
叫
羽
詰

一
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者
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す

e

ハ
エ
や

F
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軒

計

制

民

広

一

一
本
絡
品
開
な
変
的
判
明
単
品
で
す
、
知
人
、
蚊
が
落
ち
る
ま
で
噴
射
し
続
け
た
り
し
〔
相
鴎
向
容
〕

…
友
人
な
ど
か
ら
祭
中
同
法
裏
金
管
き
な
い
こ
と
、
ま
た
、
喰
叫
制
し
た
ら
室
外
受
白
内
エ
レ
ク
ト
1
ン
を
賂
入
し
ま

一
ゆ
品
撒
じ
幸
せ
る
然
然
か
ら
の
後
り
を
い
じ
出
て
、
な
る
べ
〈
噴
殺
を
一
殺
人
L
合
し
た
が
、
し
ば
ら
〈
し
て
部
僧
舶
の
交
換

…
た
だ
〈
の
は
、
た
い
へ
ん
う
れ
し
.
い
も
い

4
P
Q

で
池
内
廓
に
行
っ
た
と
こ
ろ
口
十
年
前
払

一

向

で

す

。

。

紋

絞

り

線

惨

・

嚇

暢

気

絞

殺

り

・

iE位
一
劇
的
製
品
匹
、
郎
胤
聞
は
な
い
し
、
臨
開
設
・

…
七
丹
一
一
十
一
品
詩
誌
、
ふ
み
ザ
蓉
(
文
分
は
除
胤
議
や
ア
レ
ス
せ
ン
な
Y
M
r
レ
鶏
時
的
側
仙
憎
か
ら
者
え
ず
、
骨
肉
い
い
と
均

一
月
)
の
ふ
み
の
け
口
、
爆
の
よ
で
は
ち
ょ
ス
ロ
イ
ド
糸
で
十
a

蟻
時
即
時
…
畿
の
撚
わ
れ
ま
し
た
。
中
闘
す
智
る
し
‘
畿
放
s

一
う
ど
大
義
に
一
盛
た
り
草
す
@
焼
持
続
時
制
聞
は
約
。
。
時
的
電
気
式
怯
議
い
的
で
納
得
で
魯
な
い
e

一
審
き
が
最
も
滋
し
い
と
い
わ
れ
る
ニ
マ
ッ
ト
を
加
熱
し
て
幾
続
品
開
に
成
分
を
(
処
加
盟
鯖
闘
用
〕

一
時
時
綴
に
、
由
時
便
局
で
発
売
し
て
い
る
・
揮
歎
き
せ
ま
す
。
低
毒
性
と
は
い
之
、
商
品
町
内
容
を
明
確
お
し
な
い
で
曲

一
義
中
墨
再
湾
総
入
ワ
は
が
き
を
利
用
し
閉
め
き
っ
た
室
内
で
長
時
間
同
つ
け
る
こ
早
つ
け
る
の
は
不
当
な
宏
¥
串
市
出
u

一
て
、
知
人
・
家
人
な
ど
へ
ご
家
族
的
近
と
は
避
け
ま
し
ょ
主
に
当
底
に
そ
町
田
国
を
串
し
入
れ
る
喜
一

…
抽
出
や
旅
先
1

茨
便
り
な
ど
時
一
諮
問
閣
を
添

O
総
指
議
録
制
問
{
讐
虫
プ
レ

i
之
;
に
伝
え
ま
し
た
。
そ
の
捷
、
申
出
者
4

…
え
た
綴
り
令
品
ど
て
み
て
は
い
か
が
で

i
揮
発
鋭
的
滋
い
b
n
u
v
p
{有
機
り
ら
の
滋
詣
で
は
、
止
レ
ク
ト
i
ン
を
日

…

し

よ

う

の

ん

制

附

〉

を

泌

総

に

含

ま

せ

、

殺

換

で

E
R

き
と
る
か
わ
り
に
‘
抽
出
の
潔
絡
を
臨
苧

燃
に
わ
た
っ
て
機
歓
喜
せ
ま
す
舎
換
気
す
る
ニ
k
で
絡
が
つ
い
た
と
め
子
ど
一

的
世
わ
ゆ
い
索
機
、
静
化
号
つ
な
ど
北
ゐ
し
た
。

終
期
間
吸
入
す
る
と
、
数
帥
閥
的
隊
隊
終
〔
泳
拠
品
〕

世
相
時
こ
す
め
で
総
脇
島
ム
夕
、
∞
中
市
的
機
m
削
を
鱗
入
す
る
と
ム
象
話
、

O
く
ん
問
時
制
部
・
，
・
点
火
に
よ
り
成
品
川
特
に
そ
の
し
爾
ぬ
舎
を

(
D
D
V
P
)
が
空
気
中
に
広
が
る
が
、
入
し
ま
し
ょ
う
。

残
留
効
薬
は
な
い
た
め
‘
住
み
つ
い
て
め
隊
入
後
円
ト
ラ
ザ

い
る
コ
キ
プ
リ
な
ど
の
駆
除
に
効
果
的
。
契
約
書
に
よ
り
深
町

密
開
閉
し
た
部
歯
車
で
璃
い
ま
し
ょ
う
。
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

へ締刊
M
郁
子
制
削
機
蹴
刈
)

家
蕗
鰐
殺
虫
剤

後
会
性

容
器
に
「
出
時
薬
務
外
品
い
と
膏
示
し

て
あ
る
も
の
辻
、
比
較
的
安
企
性
が
高

い
ち
の
で
す
。
し
か
し
、
不
用
意
な
使

用
問
に
よ
っ
て
市
時
品
気
菅
木
・
食
物
な
ど

を
議
し
て
‘
知
ら
な
い
う
ち
に
体
内
に

今年も甲子園

めざして

u
t
t
 

③
フ
イ
ト
や
尾
燈
は
明
る
く
つ
く
か
む
同
開
発
持
自
専
寺
の
束
、
薬
師
裳
入
口
容
輔
の
京
子
線
開
関
係
は
、
文
久
一
一
一
年

zlbe
・
2
Lゃ

2
L

③
反
お
輩
、
間
活
字

l
ア
は
舵
射
子
る
に
一
基
の
碑
い
か
あ
り
ま
汁
0

・
』
明
治
二
十
再
生
ま
れ
ι

牽
γ
小
学
ゑ
る
と
逆
襲

か
e

六
年
、
選
六
十
七
人
肉
筆
子
が
建
て
た
星
へ
A
鑓
む
や
ら
れ
、
鈴
を
持
つ
こ
と

Y
お

ぬ
γ各
務
的
ね
じ
は
ゆ
る
ん
で
い
な
い
か
場
整
の
先
生
、
英
泰
輔
の
顕
彰
碑
で
七
を
覚
、
え
た
.
し
か
し
由
門
学
的
忠
や
ま
ず

も

密

蕊

字

ィ

レ

:

?

{

を

き

き

や

室

内

線

開

的

検

小

舟

干

護

警

受

け

て

会

裕

司

寄

宿

舎

に

1
1
、

，
h

持

切

哨
湘
持
制
緩
ザ
的
あ
る
ゆ
骨
は
よ
く
動
〈
か
ん
掛
け
か
ぶ
時
酬
も
な
〈
に
入
っ
た
@
災
之
は
却
制
後
ら
ず
で
シ
ャ

Z

4

c

ー

し

ゃ

心

マ
ヅ
レ

i
々
が
飲
附
附
し
て
い
る
級
紙
車
内
約
ち
幾
て
お
と
は
ツ
を
策
、
一
ワ
会
も
あ
η
ま
せ
ん
で
し
た
e

段
、
蜘
つ
て
は
い
け
ま
せ
ん
e

一

字

選

議

…

宮

警

護

し

た

議

長

で

、

V
ラ
イ
ト
が
つ
か
な
か
っ
た
り
、
勝
組
問
欲
的

F
い
か
は
紙
北
山
問
機
す
る
滋
人
が
カ
ー
テ
ン
を
綴
っ
て
シ
ャ
ツ
に
し
て
し

ι占

ιμje

・

'j~

あ
る
い
は
反
叡
軒
や
成
射
テ
l
γ
m
w
令
内
回
開
か
れ
、
総
つ
た
め
は
取
苧
的
十
拍
手
換
ま

J'Z
移
っ
た
本
人
も
世
常
務
ゑ
も
ふ
樹

izte

叩士
η

μ

い
自
転
車
に
は
、
夜
間
乗
っ
て
は
い
け
ね
努
群
出
で
す
。
駄
再
も
附
内
も
い
わ
な
か
ア
た
6

規
律
は
絞

ま
せ
ん
。
爪
薮
に
培
、
後
町
小
陣
市
長
静
田
省
統
し
か
っ
た
が
、
明
治
の
人
間
聞
に
培
こ
ん

デ
判
尚
北
村
長
芳
明
長
持
湖
北
村
砕
を
的
な
福
嶋
い
車
が
構
内
れ
て
い
た
の
で
し
た
。

叩
著
者
菅
井
敏
之
助
ら
の
名
が
み
え
ま
す
。
卒
業
の
と
き
成
時
制
使
骨
で
、
知
事
か

山
室
長
銃
者
、
中
野
六
郎
氏
に
よ
ら
銭
安
貯
を
も
ら
っ
た
。
警
の
任
地

問
る
と
。
衰
較
的
裁
之
は
徹
底
し
た
も
の
は
官
持
母
a

静
勢
埼
に
も
赴
い
た
σ

松
岡

で
、
冬
一
殺
が
な
く
な
る
と
隣
家
へ
返
業
中
学
で
は
柑
陣
内
閣
を
受
持
ち
、
教
え
手
に

め

び

ニ

⑮

と
髄
砕
機
が
並
ん
で
い
ま
す
e

昭

和

空

会

習

に

完

成

し

た

蜂

ち

び

っ

こ

臨

場

却
工
場
は
、

4n絞
大
子
宮
町
品
十
ト
ン
的

.

1

1

-

-

プ
ミ
を
絡
噂
す
る
と
と
が
で
き
‘
ば
い
叫
叫
胸
部
制
樹
中
南
京
会
教
室
③

機
、
汚
水
な
ど
の
公
袋
持
抑
止
紋
織
を
省
叩

し
、
潟
一
時
と
L
fは
後
も
、
近
代
的
問
齢
制
繍
合
併

O
閥
紙
蜘
略
的
て
パ
け
ん
〈
し
ら
べ
る
〉

一
緒
る
も
的
ぞ
し
た
。
町
二
し
ょ
う
し
た
際
紛
聴
い
い
略
取
る
こ
と

し
か
し
、
こ
の
液
却
了
何
時
噛
も
ゴ
ミ
品
純
一
は
た
い
へ
ん
洋
け
ん
で
す
6

飛
る
ま
え

の
増
大
か
ら
総
力
的
問
限
界
に
落
し
て
お
刊
に
次
の
と
こ
ろ
を
か
な
ら
ず
ぜ
ん
け
ん

割
引
回
眠
時
に
沿
っ
て
広
が
る
水
囲
内
一
。
、
昭
和
平
T
玄
年
に
は
焼
却
炉
内
増
…
し
ま
し
ょ
3
9
Z
2
2を

品
丹
に
あ
る
大
き
な
建
物
い
か
ク
リ
ー
ン
セ
設
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
金
一
①
一
九
日
ド
ル
は
議
韓
と
直
角
に
し
っ
か

ン
タ

i
で
て
続
的
じ
ゅ
、
ヮ
た
ん
と
府
議
却
工
場
的
中
は
冬
で
も
暗
い
の
で
一
り
固
定
さ
れ
討
い
る
快

γ

い
義
的
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
、
湖
北
方
そ
こ
ニ
ニ
量
的
識
が
作
ら
れ
、
中
に
…

3…
川
主
警
は
適
当
か
、
し
っ
か

蹴
聞
か
ら
兇
る
と
…
緩
鮮
か
に
映
り
ま
す
お
は
こ
ニ
で
冬
を
絵
?
鏡
り
偽
も
見
ら
れ
刊
り
附
同
定
さ
れ
て
い
る
か
。

A

ク
リ
i
シ

セ

ン

タ

ー

で

は

ゴ

ミ

合

問

寧

T

O

叫

③

べ

F
ん
同
体
ガ
タ
が
な
い
か
6

よ
く
駁

体
構
内
い
附
帆
蜘
触
し
、
術
魚
的
以
処
縦
十
'
る
わ
~
…
方
、
砂
時
斡
後
詰
緩
和
ぷ
十
一
一
郎
吋
九
刊
ゐ
か
勿

や

主

主

Z

持
、
ゴ
ミ
話
線
道
お
わ
れ
て
い
月
に
重
し
た
ば
か
り
の
議
字
。
m
m
w
.
ツ
レ

i
主
義
檎
と
も
よ
く
b

辛
す
。
…
…
宏
九
千
平
方
メ
ー
ト
ル
的
数
こ
こ
で
は
換
や
せ
な
い
ブ
ミ
を
こ
ぶ
し
叫
か
。

地
号
、
道
路
を
は
さ
ん
で
焼
却
工
場
大
量
い
て
、
書
警
雲
、
喜
一
軍
?
ン
は
ゆ
る
事

R
W
U

物
、
可
撚
物
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
需
に
議
戸
ゆ
タ
イ
ヤ
に
は
と
ゅ
う
ぶ
ん
品
川
池
山
丸

到
し
、
ゴ
ミ
の
一
持
品
晶
化
・
安
定
化
を
一
関
‘
っ
て
い
る
か
ョ

っ
て
い
ま
す
6

⑦
ベ
ル
や
ブ
ザ
ー
は
よ
〈
鳴
る
か
@

出クリ凶ンセンタ山口

我孫子選校野球留

第
六
十
一
回
、
全
国
高
校
野
球
選
手

機
f
議
県
大
企
が
、
七
月
十
医
目
白
か
ら

始
ま
り
ま
し
化
。

必
修
は
、
状
州
知
子
織
的
問
が
‘
制
加
減
取
叫
掛

f
湘
附
被
告
決
勝
で
航
ハ
リ
、
州
中
子
機
初
出
州

場
今
崎
県
し
ま
し
れ
ん
柑

今
年
b
‘
融
械
は
品
を
可
燃
内
川
島
一
一

f
m同
校
が
出
場
し
‘
叫
判
MmwFT夜
伎
は
、

A
ゾ

l
/
円
高
1
プ
ロ
ク
的
A
シ
?

ド
慢
z

ニ
円
ブ
包
ク
に
は
‘
強
禁
制
闘

志
野
高
校
も
よ
百
ま
れ
て
い
ま
す
。
我
孫

子
高
校
内
第
一
試
合
は
、
第
鐙
nng(
十

じ
自
に
予
従
}
に
、
中
市
川
川
区
議
官
開
校
し
と

府
県
均
伎
と
の
持
者
と
一
戦
う
ニ
と

ιな

ッ
て
い
ま
す
。

総叩時
l
角
際
的
パ
ソ
テ
リ
i
誌
、
京

殺
し
て
ぬ
け
ま
し
た
が
、
え
家
、
総
…

M
M
汽
仙
げ
恥
町
内
申
?
?
間
関
綴
場
殺
が
銭
円

中
子
園
二
年
務
説
明
治
泌
を
め
ざ
し
て
、

臼
昨
日
韓
協
に
は
庁
ん
で
い
ま
す
。
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湖北台主辞意義春義務祭'どんぐりヴ

ラブ'で!謀、驚休み中ø~語マ皇室緩

め小学没後灼重量に学童保害警の久長野

護霊祭襲警奪撃しき去す。

惨翼毒罪悪 アF吾218t才58Fl318

C7:::tざし、 8長室、お重量休み者除く〉
炉保手著書害関 守二:誌をまき罪者3自分から午

後6碕くただしヘニ仁義選Eヨは午後5

書語文1設けられまし止さ。
bスQーガン畿の苦手℃つもう券

行は至手のうちに

炉問闘の襲撃綴 ED媛渓ゴコ非行妨Jt

歳織力議器禁事 怨理号ゾ長年め非行fヒ際空

iι 惨害警少僚をwり巻く殺重量奇襲撃電
ø~事fヒ

験襲著い合せ 干譲際禽少年緑色素話

熊本若草〈主主会!lIl害警少ま!，t詩人準装〉

諮問72(23) 2331 

[唇胃返る翫雨1
おおや警務l1l防止otきめに、主話芸品

だなき笠襲撃しておりますガ弘怒っか

く怒り111しだ飴沼灯開iill之、総本

が絞っていますと、その効5誌もな

〈おりきす。を言童話幻o効員長3任務め
る絞tD!こ、包玉去のご射とある樹木

などガ道E話よこにとおている議合!呂、

伐採して〈だぜきるようお豪華いい芝

します。

i校後会護主公悪露出品、財日当I!i'審議後

時まで) している禁事労苦雪 (3年以上い、
炉内容 さ学謀議事実皇室，工作事変宣言守そ その銭高tJ5U万ぬ主u二議事'5m唱を

途く浴室室けい絞しEまです。

くわしくは、総軍部総白111貨物祭

業センター主まで官03(807)邸84

ヰメートjし未満O!老い量議案話で、
襲撃事長淘および工作物{約終‘ブEコ

ック霧車〉などをつ〈る機会{手、遂

illO<P1主主ガら2メ ω トル露きして重量

てるよう主霊祭慈講義泳42条第21真{ご

定められてお勺殺すのでご注鐙〈

ださい。務主主、護憲主喜怒と{if潟地と

の滅容撃が、 l誌っきりしない著書合もさ

は土木器製法'cあ問合せください窃

土木霊安正勾綴ち

おうたで遂ぷt二重警は、 'lRのことを

守ってください。

@花火に害警いてある渓びヌヨをよ〈

該んで必ず切り在ましょう。

@花火宅受人や霊置は向けたり、

や主主い燃のある場所で遊:<t高まいよ

うiごしきましょう。

@闘のき盤いき幸i草花火渡u授やめま
しよう。

@大人と 織にま護ぴ禁しよう

，，*を用量豊しをまし，ょう。

@続出し、子11二げ主主ど管:7lJi主火!ま
途中で火tJ草場えても筒をのぞいて

はいiフ法tさんG

@花火後iKケットfこ入才lおいよう

にしさましょう。

。fさ〈さんの花火!と…控室iニ災後つ
けることは危後でです紛

.a:どをほぐして覧車Jぶことi主主念綬
足まめでしてはいけEません。

o絶 対象iこ財形住雫耳遠藤還の発事入部込み 惨臼鈴ヨ皮切午蔀10締から

験主護持母総花粉8-1-15 どん の受泣けを行ってい霊安との怠

ぐりクラブ 主要{革、公E震の…隊長盟入住宅霊童資ぷ

炉罪悪い舎な皇室長遺骨切り195(ど どとあわせて剰Jf到することがでざ

んぐりクラブ〉獲量量岱縦一775()iJ¥ ます。

悪霊誌で 惨申込後t言語喜干[;55年2悶2913:;:
rーァー}ーで一一一一一郎一一…一一一ーャーl 'Co 

惨高連総額 JO/吾妻守喜善後主義じらお銭

惨霊童毒素OB住者 8悶26臼 午喜"9 (1.佼JO.万円ガ限主主)

炉会際 金子寮Eまさ妻〈設さ嘉手185o
~13) 荷役;rr;rrく

易会後 1α∞向〈翠段
b申L，l亙み宮82凶年33例会主子

(主主5嘉子事事関i務主主会〉

哩型地哩主~
6符五、 53~手穫のEヨさ長流

絡がらIEキ霊長で 炉型i恕年6.73% 適~毛tJI審会!Z10キEコブラムilB絞り、
t-受綴警察綴o長室主主真喜閤 S凶 1ヨ 炉罪事い合笠 公療費誌務w綜重量言語緩 やD.J150ロヨままくなります。
かそう竹13ぎで、祭総務理lx毅議事 務まだt主主主議室設斉捜公信事 務流遂米は、 rおいしいお全長

州出畿銀恋愛憐鰍欄 〔露 m 保 険1 棚総明百L，¥.J
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